
■Okta管理画面でのアプリケーションの登録

1 OktaのIDPに管理者権限でログインする

2 アプリケーションを追加する

メニューバーの「Applications」から「Applications」を選択する

「Browse App Catalog」をクリック

「Create New App」をクリック

「moconavi」を検索して選択する

「Add」をクリック



「Application label」(任意文字列)を設定して、「Done」をクリック

3 ユーザを割り当てる

追加したアプリケーションにて「Assignments」タブを選択し
「Assign」から「People」を選択



Pop-upにてユーザを検索し「Assign」する

「Save and Go Back」

4 メタデータを取得する

アプリケーションの「Sign On」タブを選択

SAML2.0項目の「View Setup instructions」をクリックする

「IdPメタデータ (IdP metadata)」の項目をコピーして、xmlファイルとして保存する



■moconavi管理画面：Company.do

1 ユーザ管理→「新規作成」
「ユーザID」に連携するIDを設定して「登録」

2 登録したユーザの「サービス編集」にて、ログイン用のWebサービスを選択して「登録」

3 「設定」→「認証設定」

「認証キー」の値を保存

※Oktaの管理画面の設定に使用します。
「認証詳細設定」をクリックする

4 Oktaから取得したしたメタデータ(画面から保存したxml)を選択して「更新」
※認証方式「SAMLWeb認証」を選択した状態で行う



■Okta管理画面にて、moconaviの情報を設定する

作成したアプリケーションを開き「Sign On」タブから「Edit」をクリックする

「Advanced Sign-on Settings」の「Customer ID」に、moconavi管理画面で保存した「認証キー」の値をセットして「Save」
「Credentials Details」の「Application username format」にて「Email」を選択
「Save」する

■端末でログイン

1 企業IDとmoconaviのユーザID（連携するID）を入力して「LOGIN」
2 OktaのIDとパスワードを入力して「ログイン」
3 （初回のみ）端末識別番号送付のPop-upで「はい」
4 moconaviメイン画面表示

Oktaのログイン画面


